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 第１回親子会議では，「育てているもの 育てたいこと 見守っているもの なあに？」と

いうテーマで話し合っていただきました。家庭菜園に取り組んでいる，植物を育てている，

動物（どじょう，ワニ亀，保護したねこ，ツバメのひな，庭の木に鳩が卵を産んだ，アムール

かなへび，トカゲ，インコなども！），穏やかな気持ち？！などなど・・。楽しかったという

声も多数寄せられました。御多用の中，御協力ありがとうございました。 

  親子会議シートの一部を紹介いたします。 

 

＜１年＞ 

・（各自が）育てていることを話し合い，前向きになれそうです。みんなの前で発表すること

で，がんばる原動力になりそうです。 

・育てているつもりでも，ふと気がついたとき，自分が育てられているなあと感じることが

あります。 

・テーマに沿って話し合うことに照れもあったけれど，大切なこと，子どもに「見守ってい

るよ」と本人に伝えることができて，良い機会でした。 

・改めて家族の大切さに気づき，昔の思い出がよみがえりました。子どもたち一人一人と向

き合い，一緒に成長していけるよう，妻を見習い，仕事を頑張っていきたいです。 

・新しい生活がどうなるかと思っていたが，楽しく過ごせているようで安心しました。 

 

＜２年＞ 

・一年生のときは前日の学校の準備や朝の支度など手伝ってしまうことが多かったです。で

ももう二年生なので，口や手を出してしまいそうになるのをこらえて見守っています。自

分で考えて行動できるようになってほしいです。 

・育てたいものを聞いたら，「ソフトクリームの木！」と答えました。存在しないと分かって

いても，おもしろいな，と思いました。 

・いろいろなことにチャレンジして感性をみがいてほしいです。 

・実物ではあまり見たことがないバラを育ててみたいと子どもが思っていたのにはびっくり

しました。ゆっくりお花でも見に行けたらなと思いました。 

・この会議で，家庭菜園の水やりを当番制にしようと話ができで良かったです。新しく植え

たブドウの木は，子どもの成長とともに大きくなっているので，１０年後２０年後の事を

想像しながら楽しく話し合いができました。 

・育てているものがあると，家族内での会話が増えます。 

 

＜３年＞ 

・生き物の成長を見守っていることで，命の大切さを学んでいます。 

・何かを育てることは，心が豊かになったり，命の尊さを知ったりすることができ，とても

大切なことだと思います。 

・なすを育てて，「親の意見となすびの花は千に一つの無駄がない」（のことわざは）本当か

どうか調べたり観察したりしたいです。 

・お父さんはみんなの成長，お母さんはみんなの健康を見守っています。 

・何を育てるにも，優しい気持ちで見守ることが大切 

・家族で，（まいた種で）どんな色の花が咲くのか，野菜が食べられるのか楽しみだねと話し

ました。 

 



・一年生になった妹を毎日下校のとき一緒に帰って，安全に帰れるように見守っています。

（心強い姉がいて，安心です） 

 

＜４年＞ 

・何気ない日常のなかで，ツバメの子育てをしっかり観察して，親ツバメの大変さをしっか

り感じ取れる心を持ち始めていることに感心し，うれしく思いました。 

・最近保護したねこが，弱っていたけれど元気になりました。捨て猫や捨て犬が殺処分され

ないように，最後まで責任をもって育てていってくれる人が増えてほしいと思いました。 

・小さな鳥（インコ）でも立派な家族の一員だし，小さな命を大切に育てていこうねと話し

合いました。 

・クリエイティブな発想を持てるように，子ども達にはいろいろなことをチャレンジさせて

います。 

・お母さんがぼくたちを見守っていてくれていて良かったです。初めて聞きました。 

・育てているサボテンの花が初めて咲きました。つぼみの時から花が咲くまで毎日写真を撮

りました。 

 

＜５年＞ 

・やっぱりパパは，子どもを育てるのが一番なんだ！ 

・ねこ長生き作戦会議（家族とねこたちで楽しく過ごしていきたいと強く思った。） 

・メダカのふ化する瞬間を見られた。小さくても命の大切さがよく分かった。 

・子どもは色々なことを頑張って最後までやれるようになってきました。このまますくすく

と大きくなる姿を見守っていきたいです。 

・みんなそれぞれの関心があること，頑張っていることが分かって良かった。 

・四季を感じ，旬の野菜を感じられる人になってほしいです。 

・お父さんが単身赴任でいないので，デジタル機器を駆使して夫婦で子ども達の笑顔を守っ

ていきたいです。 

・動物や草花を育てる行動から，根気強く愛情をもつ優しい子になってほしい。 

・我が子の成長を見守り，いつでも応援することが一番の喜びであり，生きがいです。家族

みんながお互いを見守りながら，仲良く過ごしているのが大切と思いました。 

 

＜６年＞ 

・家族会議をすることもないので，とてもいい機会でした。これからももっと家族みんなで

会議をして，家族との時間を大切に過ごしたいです。 

・ひいおじいちゃんが植えた３０年くらいたっているキーウイの木は，葉とくきをとるのが

とても大変だけど，守っていきたいです。 

・（家族が）朝にいつも「行ってらっしゃい」と言ってくれ，私も家族から見守られているな，

と思った。 

・自分で育てたいこと・・自立心 

・久しぶりに話し合って，お母さんやお父さんの気持ちがよく分かりました。 

・自分で育てたものを自分で食べたい。 

・６歳離れている弟はまだ小さいので，僕が助けてあげなくちゃならない事が多いので，こ

れからも見守っていきたいです。 

・一年生はまだ登下校に慣れていないので，もっと見守っていきたいです。もっといろんな

人の手助けをしたり，ボランティアをしたりしていきたいです。 

・雨が降っているときに拾ったねこ，寒くて暗い中頑張って生きていたと思うと悲しくなり

ます。このねこがつらい思いをした分，優しく大切にしてあげたいと思います。 

・委員会で五年生を見守っています。 

・どんな自分になりたいか考えるきっかけになった。 


